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当センターは、自死にまつわる課題に関わることにより、苦悩を抱えている時であって

も居場所のある〈ひとりぼっちにならない社会〉の実現を目指して活動しています。具体

的には、死にたいほど苦悩を抱える方へむけた〈電話相談窓口の開設〉、大切な人を自死

で亡くした方へむけた〈語りあう会の開催〉、すべての方へむけた〈シンポジウムや街頭

活動の開催〉を行なっています。

それらの活動はボランティアによって支えられています。ボランティアとして活動して

いただくためには、当センターの活動理念を共有する必要があります。そのために、毎年

講座を開催し、ボランティアを養成してきました。

2013 年度も第 4 期養成講座の受講生を募集しています。講座は５月から７月まで全

１０回開催し、実践的な支援方法について学びます。当センターの活動理念に共感し、活

動を共にする新たな仲間が増えることを期待しています。　　　　　

（N.Y）

第 4 期ボランティア養成講座

第４期ボランティア養成講座

◆募集期間　４月２２日（月）必着
◆受講料　　２万円
◆募集定員　２５名程度
◆実施期間　５月９日～７月１８日【全 10 回毎週木曜日】
　　　　　　２日間連続の終日研修があります

※詳細は別紙募集要項をご覧ください

 

募集中！ 
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 仮設住宅のお部屋を戸別にまわらせてもらっていて、よく聞かれる言葉に、

「私だけが辛いんじゃないから」

「みんな大変だから」

という言葉がある。

ひとしきり、ご自身の現状やお気持ちを話されたあとに、この言葉が続く。

この言葉のあとには、さらにどんな言葉が続くのだろう。

「だから辛いなんて言えない」

「だから大変なんて言っていられない」

ということだろうか。しかし、ほんとうに訴えたい気持ちは、その言葉の向こう側にあ

るような気がしている。

あるお部屋に訪問したとき、訪問する直前にフラッシュバックを起こされていた方がい

らした。何度も、「来てくれたのにごめんね」と私たちのことを気遣いつつ、

「なんだか、震災ぶりっこみたいでしょ」

と言われた。「震災ぶりっこ」という言葉でご自身のことを表現されているのだ。フラッ

シュバックを起こして、辛い思いをされているのに、「震災ぶりっこ」という言葉で、ご

自分の気持ちを抑え込もう、抑え込もうとされているようにも思われた。

「私だけが辛いんじゃないから」

「みんな大変だから」

という言葉の向こうには、きっと「ひとりぼっち」になっている気持があるのではない

かと感じる。

その人の悲しみは、その人のように悲しまれていいはずなのに。

その人の辛さ、大変さは、その人だけのものなのに。

だから、そこで話を切り上げることをせず、もう少しだけ、その方にご一緒したいと思う。

ほんとうに訴えたい気持ちが抑え込まれることで、悲しい気持ち、つらい気持ちが「ひ

とりぼっち」になっていないかどうか気がかりだからである。

                                                                         （ボランティア 2 期生　A.C.）

仮 設 住 宅 訪 問 活 動 の 現 場 か ら

被 災 地 ノ ー ト ⑯

言葉の向こう
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本屋さんの新刊コーナーを何気なく見回していると、ひとつのタイトルが目に飛び込ん

できた。『紅葉街駅前自殺センター』。京都自死・自殺相談センターと少し似ている。しか

し印象は大きく違う。「相談」「予防」などの文字があってもよさそうだが、それらはない。

正直、それほど興味はそそられなかったが、帯にある「生と死の意味を問う極限の人間ド

ラマ」というフレーズに後押しされて、読んでみることにした。「生と死の意味」、こうし

たことは明確に定義することは難しい。しかし、本書を読んで、それを考えるきっかけは

与えられたように思う。ぼんやりと頭に浮かぶものはあるが、文章化するのはためらいが

ある。ともあれ、読後感としては、読み物としては秀逸であると思う。読んでいる最中の

気持ちはどうだったかというと、とにかくせつない。

本書の世界では、みずから死を選ぶ際には、「自殺センター」の面談を経て、認可を得

なければならない。仮にセンターの許可を得ないで、自死すると、周囲の人が罰せられる

という設定である。それを理由にセンターに足を運ぶ人も多いようで、面談をする中で、

自死を思いとどまった人も多いというが、この施策の是非は、ここでは問わないでおきた

い。あくまでも小説の世界だ。この面談の中での主人公と担当官のやりとりは興味深く読

むことができた。ひとつの言葉が発せられるまで、主人公の心の揺らぎが巧みに描写され

ている。

物語が進むにつれて、主人公の経緯や動機が明かされていく。様々に気持ちが揺れ動く

が、死を決めた気持ちは揺らぐことはない。担当官の「自殺なんてやめればいいのに」と

いう言葉も主人公にとっては無意味な言葉にすぎなかった。「あなたを救う」という人物

が現れる。しかし主人公はこう答える。「僕が求めている救いは、生きることじゃない。

誰かと話すことでもない。死によって救われる人生だってあるんです」と。主人公は大き

な罪悪感を抱え、みずからを責め続け、あまりにも苦しすぎる人生を送っているのだ。

クライマックスは、いくつかの謎が明らかになり、物語が急速に展開していき、読み応

えがある。思わぬかたちで、別れた妻の気持ちを知ることになる。ここは非常にグッと来

た。そして、主人公にはこれまでに出てこなかった感情が湧き起こる。

最後まで飽きることなく、読ませる小説である。

（T.Y.）

Sotto レ ビ ュ ー

『紅葉街駅前自殺センター』
光 本 正 記 著 （新 潮 社）
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歳
さ い さ い ね ん ね ん

々年々　人
ひ と お な じ か ら ず

不同　　　ときどき刻々と、人は変化していく。

（石井ゆかり文『禅語』ピエ・ブックス）

Sotto コメント
京都もやっと暖かくなってきました。暖かくなるのはうれしい
ですが、季節の変わり目のこの時期。独特のしんどさを感じて
おられる方も多いのではないでしょうか。どうかお大事になさっ
てください。Sotto では、3 月 31 日のシンポジウムの準備にお
われる日々です。ぜひ皆さまお越しくださいね！　　　　（N.Y.）

ご協力にこころより感謝いたします

●支援方法
賛助会員　年間1口 3,000 円

寄　　付　金額は問いません

法人会員　年間1口10,000 円

●会費・寄付金振り込み先
郵貯間　ゆうちょ銀行 [ 振替口座］00950-0-271875

他行間　ゆうちょ銀行 [ 当座 ]　〇
ゼロキュウキュウ

九 九店 0271875

● 2月期電話相談件数…148 件（無言 14 件、よりそいホットライン 31 担当件を含む）

●相談活動委員会

　グループ研修　2 月 4 日（月）3 名、2 月 21 日（木）7 名

●広報・発信委員会

　委員会会議　2 月 14 日（木）6 名

●グリーフサポート委員会

　語りあう会 2 月 14 日（木）9 名（参加者 2 名）　

今月のことば

 　活動報告
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